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RL78/L12 
キー割り込み機能 
 

要旨 
本アプリケーションノートでは、キー割り込み機能の使用方法について説明します。 

4×4 のキー・マトリクスに対してスキャンを行い、押されているキー・スイッチの番号を、2 桁の 7 セグメ
ント LED に表示します。 

 

対象デバイス 
RL78/L12 

 

本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十分
評価してください。 

 

R01AN1110JJ0100
Rev. 1.00
2012.9.28
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1. 仕様 
本アプリケーションノートでは、4×4 のキー・マトリクスにキー割り込み機能を使用します。キー割り込

み（INTKR）はキー・スキャンのトリガとして利用されます。 

すべてのスキャン・ラインをアクティブにして全てのキー入力を有効にした状態で、何れかのキーが押さ
れると INTKR が発生します。INTKR 発生後、キー・スキャンによって押されているキー番号を調べます。
キー検出は 30ms ごとに実施され、検出したキー番号が 2 回一致すると、そのキーが押されたと認識します
（チャタリング除去処理）。確定したキー番号は、2 桁の 7 セグメント LED で表示されます。複数のキーが
同時に押された場合は、7 セグメント LED に FF を表示します。何もキーが押されていない場合は、7 セグ
メント LED に 00 を表示します。 

 

表 1.1に使用する周辺機能と用途を、図 1.1 にキー・スキャン動作を示します。 

 
表 1.1 使用する周辺機能と用途 

周辺機能 用途 
P70/KR0/SEG16 
P71/KR1/SEG15 
P72/KR2/SEG14 
P73/KR3/SEG13 

キー割り込み検出 

P51/TI06/TO06/SEG8 
P52/INTP6/SEG9 
P53/TI07/TO07/SEG10/(INTP1) 
P54/SEG11/(TI02)/(TO02)/(INTP2) 

キー・スキャン出力 

タイマ・アレイ・ユニット 0 チャネル 0 キー・スキャン・タイミング作成用インターバル・タイマ

P140/TO00/PCLBUZ0/SEG27/(INTP6) 
P141/TI00/PCLBUZ1/SEG26/(INTP7) 
P142/ANI20/SEG33 
P143/ANI21/SEG34 
P144/ANI22/SEG35 
P145/ANI23/SEG36 
P146/SEG37 
P147/SEG38 

7 セグメント LED 表示データ出力 

P13/ANI18/SEG31 
P14/ANI19/SEG32 

7 セグメント LED 表示データの切り替え 
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図 1.1 キー・スキャン動作概要 

 

参考  通常、キー・スキャンには N-ch オープン・ドレイン出力を用います。ここではポートのロウ・
レベル出力を利用して、擬似的に CMOS 出力を N-ch オープン・ドレイン出力としています。 
 N-ch オープン・ドレイン端子使用するキー・スキャンでは、スキャンの間隔を短くすることが
できません。これは数十ｋΩ程度のプルアップ抵抗を利用するため、スキャン・ラインの信号の立
ち上がりには数 μ～数十 μ秒程度かかるためです。ここでは、ポートのハイ・レベル出力を利用し
て、信号の立ち上がり時間を短くしています。プログラムとしては複雑になりますが、スキャン時
間を短縮することができます。 
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2. 動作確認条件 
本アプリケーションノートのサンプルコードは、下記の条件で動作を確認しています。 

 

表 2.1 動作確認条件 

項目 内容 
使用マイコン RL78/L12（R5F10RLC） 
動作周波数  高速オンチップオシレータ（HOCO）クロック：24MHz 

 CPU／周辺ハードウエア・クロック： 24MHz 
動作電圧 5.0V（2.9V～5.5V で動作可能） 

LVD 動作（VLVI）：リセット・モード 2.81V (2.76V～2.87V) 
統合開発環境 ルネサス エレクトロニクス製 

 CubeSuite+ V1.01.01 
C コンパイラ ルネサス エレクトロニクス製 

 CA78K0R V1.30 
使用ボード RL78/L12 CPU ボード（R0K5010RLC010BR） 
 

注意 本サンプルコードは、RL78/L12 64pin のデバイス（R5F10RLA、R5F10RLC）のみに対応しています。 

 

3. 関連アプリケーションノート 
本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。併せて参照してくださ

い。 

RL78/L12 LCD 表示（時計編）（R01AN1108J）アプリケーションノート 
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4. ハードウェア説明 

4.1 ハードウェア構成例 
図 4.1 に本アプリケーションノートで使用するハードウェア構成例を示します。 
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図 4.1  ハードウェア構成 

注意 1 この回路イメージは接続の概要を示す為に簡略化しています。実際に回路を作成される場合は、端
子処理などを適切に行い、電気的特性を満たすように設計してください（入力専用ポートは個別に
抵抗を介して VDD 又は VSS に接続して下さい）。 

2 VDD は LVD にて設定したリセット解除電圧（VLVI）以上にしてください。 
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4.2 使用端子一覧 
表 4.1に使用端子と機能を示します。 

 

表 4.1 使用端子と機能 

端子名 入出力 内容 
P70-P73 入力 キー割り込み検出 
P51-P54 出力 キー・スキャン出力 
P140-P147 出力 7 セグメント LED 表示データ出力 
P13-P14 出力 7 セグメント LED 表示データの切り替え 
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5. ソフトウェア説明 

5.1 動作概要 
本アプリケーションノートでは、キー割り込み（INTKR）とタイマ割り込み（INTTM00）を利用します。 

キー入力待機状態（すべてのスキャン・ラインをアクティブにし、すべてのキー入力を有効にした状態）
で、何れかのキーが押されると INTKR が発生します。INTKR 発生後、キー・スキャンによって押されてい
るキー番号を調べます。キー検出は 30ms ごとに実施され、検出したキー番号が 2 回一致すると、そのキー
が押されたと認識します（チャタリング除去処理）。確定したキー番号は、2 桁の 7 セグメント LED で表示
されます。複数のキーが同時に押された場合は、7 セグメント LED に FF を表示します。キー番号が検出さ
れなかった場合は 7 セグメント LED に 00 を表示して再度キー入力待機状態に戻ります。 

 

(1) 初期設定を行います。 

＜設定条件＞ 

 TAU0 のチャネル 0 を周期 30ms のインターバル・タイマに設定します。 

 キー割り込み検出端子を、割り込み許可状態に設定します。 

 キー・スキャン出力端子を、すべて出力状態に設定します。 

 

(2) キーが押されるまで待ちます。 

(3) INTKR 発生後、キー・スキャンを実行します。 

(4) キー・スキャンを 30ms ごとに実行し、チャタリング除去処理を行います。 

(5) キー番号が確定すると、キー押下状態を LED に表示します。 

(6) キー番号が検出されなかった場合、全スキャン・ラインをアクティブにして、キー入力待ち(2)に戻りま
す。 
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5.2 オプション・バイトの設定一覧 
表 5.1 にオプション・バイト設定を示します。 

 

表 5.1 オプション・バイト設定 

 

5.3 関数一覧 
表 5.2 に関数を示します。 

 

表 5.2 関数 

関数名 概要 
R_Wait 30msec のウェイト処理 
R_ScanKey キー・スキャン処理 
R_Ledout LED 表示制御 

 

 

 

 

アドレス 設定値 内容 
000C0H/010C0H 01101110B ウォッチドッグ・タイマ 動作停止 

（リセット解除後、カウント停止） 
000C1H/010C1H 01111111B LVD リセット・モード 2.81V +/- 0.07V 
000C2H/010C2H 11100000B HS モード、HOCO : 24MHz 
000C3H/010C3H 10000101B オンチップ・デバッグ許可 
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5.4 関数仕様 
サンプルコードの関数仕様を示します。 

  [関数名] R_Wait 
概要 30msec のウェイト処理 
ヘッダ r_cg_macrodriver.h 

r_cg_userdefine.h 
宣言 void R_Wait( void ) 
説明 30msec の間、HALT モードで待機します。 
引数 なし  

リターン値 なし 
備考 なし 

 

 

  [関数名] R_ScanKey 
概要 キー・スキャン処理 
ヘッダ r_cg_macrodriver.h 

r_cg_userdefine.h 
宣言 void R_GetKey( void ) 
説明 キー・マトリクスのキー押下状態を調べます。 
引数 なし  

リターン値 なし 
備考 なし 

 

 

[関数名] R_Ledout 
概要 LED 表示制御 
ヘッダ r_cg_macrodriver.h 

r_cg_userdefine.h  
宣言 static void R_Ledout(uint16_t onkey) 
説明 キー押下状態を７セグメント LED に表示します。 
引数 キー・データ  

リターン値 なし 
備考 なし 
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5.5 フローチャート 
図 5.1 に本アプリケーションノートの全体フローを示します。 

 

Start

End

初期設定関数
hdwinit()

main()

初期設定関数をコールする前に、

オプション・バイトを参照しています。

 

図 5.1 全体フロー 

 

オプション・バイトの設定概要 

RL78/L12 のオプション・バイトは、ユーザ・オプション・バイト（000C0H-000C2H）とオンチップ・
デバッグ・オプション・バイト（000C3H）で構成されています。 

電源投入時またはリセット解除後、自動的にオプション・バイトを参照して、指定された機能の設定が
行われます。オプション・バイトは opt.asm ファイルで設定しています。 

 

ユーザ・オプション・バイト 

・ ウォッチドッグ・タイマ関係の設定（000C0H） 
・ LVD 関係の設定（000C1H） 
・ HOCO、フラッシュの動作の設定（000C2H） 
・ オンチップ・デバッグ・オプション・バイト（000C3H） 
 

オプション・バイトの設定は CubeSuite+ の「リンク･オプション」タグの「デバイス」パネルの「ユー
ザ・オプション・バイト値」で指定することもできます。リンク･オプションでの設定がプログラムでの
設定より優先されます。そのため，以下のように「ユーザ・オプション・バイトを設定する」を「いいえ」
に設定してください。 

 

 

 

 

 

注意 CubeSuite+「リンク･オプション」の設定方法の詳細については、CubeSuite+ チュートリアルを
参照してください。 
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5.5.1 初期設定関数 
図 5.2 に初期設定関数のフローチャートを示します。 

 

IE←0

hdwinit()

return

システム関数
R_Systeminit()

割り込み禁止

 

図 5.2 初期設定関数 
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5.5.2 システム関数 
図 5.3 にシステム関数の設定のフローチャートを示します。 

 

R_Systeminit()

return

入出力ポートの設定
R_PORT_Create()

CPUクロックの設定
R_CGC_Create()

周辺I/Oリダイレクション機能未使用
PIORレジスタ← 00H

タイマ・アレイ
・ユニットの設定
R_TAU0_Create()

キーリターンの設定
R_KEY_Create()

チャタリング判定：30ms

 

図 5.3 システム関数 
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5.5.3 入出力ポートの設定 
図 5.4 に入出力ポートの設定のフローチャートを示します。 

R_PORT_Create()

return

PM7レジスタ

PM70 – PM73ビット← 1キー割り込み検出ポート
の設定

全LCDポート・ファンクション・
レジスタをポート出力(セグメント

出力以外)に設定

PFSEG0レジスタ←00H
PFSEG1レジスタ←E0H
PFSEG2レジスタ←01H
PFSEG3レジスタ←00H
PFSEG4レジスタ←00H

アナログ入力/デジタル入出力兼用
端子をデジタル入出力に設定

PMC1レジスタ←E7H
PMC4レジスタ←FDH
PMC12レジスタ←FEH
PMC14レジスタ←C3H

A/Dコンバータのアナログ入力/デ
ジタル入出力兼用端子をポートの

デジタル入出力に設定

ADPCレジスタ←01H

PU7レジスタ

PU70 – PU73ビット← 1キー割り込み検出ポート
の内蔵プルアップ抵抗接続

PM5レジスタ

PM51 – PM54ビット← 0キー・スキャン出力ポートの設定

PM1レジスタ

PM13 – PM14ビット← 0
PM14レジスタ

PM140 – PM147ビット ← 0

7SEG LED制御ポートの設定

未使用ポートの設定 注

 

図 5.4 入出力ポートの設定 

 

注  未使用ポートの設定については RL78/L12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編を参照してください。 
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注意 未使用のポートは、端子処理などを適切に行い、電気的特性を満たすように設計してください。また、
未使用の入力専用ポートは個別に抵抗を介して VDD 又は VSS に接続して下さい。 
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・プルアップ抵抗オプション・レジスタ（PU7） 

キー割り込みを使用する端子は、内臓プルアップ抵抗を使用するよう設定します、 

内蔵プルアップ制御 

略号：PU7 

7 6 5 4 3 2 1 0 

0 0 0 PU74 PU73 PU72 PU71 PU70 

0 0 0 0 1 1 1 1 
 

ビット３～０ 

PU7n P7n の内蔵プルアップ抵抗の選択（n = 0-3） 

0 内蔵プルアップ抵抗を接続しない 

1 内蔵プルアップ抵抗を接続する 

 
注意 レジスタ設定の詳細については、RL78/L12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編を参

照してください。 

 

略号：PM7 

7 6 5 4 3 2 1 0 

1 1 1 PM74 PM73 PM72 PM71 PM70 

1 1 1 0 1 1 1 1 
 

ビット３～０ 

PM7n P7n 端子の入出力モードの選択（n = 0-3） 

0 出力モード（出力バッファ・オン） 

1 入力モード（出力バッファ・オフ） 

 
注意 レジスタ設定の詳細については、RL78/L12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編を参照

してください。 

また、KRM0-KRM3 ビットのうち使用するビットに 1 を設定する場合、それに対応するプルアッ
プ抵抗レジスタ 7（PU7）のビット 0-3（PU70-PU73）に 1 を設定する必要があります。 入

出力ポートの設定にて行われています。 

 
・ポート・モード・レジスタ（PM7） 

キー割り込みを使用する端子を入力モードに設定します。 

キー割り込み入力端子の設定 
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5.5.4 CPU クロックの設定 
図 5.5 に CPU クロックの設定のフローチャートを示します。 

R_CGC_Create()

return

高速システム・クロック／
サブシステム・クロックの設定

CMCレジスタ ← 00H：
高速システム・クロック：入力ポート・モード
サブシステム・クロック：入力ポート・モード

MSTOPビット← 1：X1発振回路停止
MCM0ビット ← 0：メイン・システム・クロック(fMAIN)

に高速OCOクロック(fIH)を選択
XTSTOPビット← 1：XT1発振回路停止

CPU／周辺ハードウエア・
クロック（fCLK）の選択

CSSビット ← 0：CPU／周辺ハードウエア・クロック
（fCLK）にメイン・システム・
クロック（fMAIN）を選択

 

図 5.5 CPU クロックの設定 
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5.5.5 タイマ・アレイ・ユニットの設定 
図 5.6 にタイマ・アレイ・ユニットの設定のフローチャートを示します。 

 

R_TAU0_Create()

return

タイマ・アレイ・ユニット
へクロック供給

TAU0ENビット←1

TAU チャネル0の初期設定
・動作クロック：CK00を設定
・動作モード：

インターバル・タイマ・モード
・単独チャネル動作機能
・ソフトウェア・トリガ・スタート
・インターバル・タイマ：30ms
・チャネル0の初期出力値”0”
・チャネル0の出力禁止

TMR00レジスタ← 0000H

TDR00レジスタ←AFC7H

TO0レジスタ← 00H

TOE0レジスタ← 00H

TAU割り込みを禁止
TMMK00ビット←1

TAUの割り込み優先順位を
レベル3に設定

TMPR100ビット←1

TMPR000ビット←1

TAU割り込み
要求フラグのクリア

TMIF00ビット←0

TAU0の動作設定
・TAU0の動作クロックを設定
動作クロック0(CK00)：1.5MHz

TPS0レジスタ←0004H

タイマ・アレイ・ユニット0の動作停止
TT0レジスタ←0AFFH

 

図 5.6 タイマ・アレイ・ユニットの設定 
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5.5.6 キー割り込みの設定 
図 5.7 にキー割り込みの設定のフローチャートを示します。 

 

 

R_KEY_Create()

return

キー割り込みの初期設定
・KRM0-KRM3でキー割り込み信号を

検出する

キー割り込み
要求フラグの初期化

KRIFビット←0

キー割り込みの割り込み
優先順位をレベル3に設定

KRPR0ビット←1

KRPR1ビット←1

キー割り込みを禁止 KRMKビット←1

KRMレジスタ← 0FH

PFSEG2レジスタ

PFSEG16ビット← 0

PFSEG1レジスタ

PFSEG13 – PFSEG15ビット← 0

PM7レジスタ

PM70 – PM73ビット← 1

 

図 5.7 キー割り込みの設定 
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・割り込み要求フラグ・レジスタ（IF1H） 
 割り込み要求フラグのクリア 
・割り込みマスク・フラグ・レジスタ（MK1H） 
 割り込みマスクのクリア 
・優先順位指定フラグ・レジスタ 

 レベル３（低優先順位）を指定 

・キー割り込み・モード・レジスタ（KRM） 
 使用する端子のキー割り込み信号を検出する 
・ポート・モード・レジスタ 7（PM7） 
 キー割り込み信号に使用する端子を入力モードに設定 

キー割り込みの設定 

略号：IF1H 

7 6 5 4 3 2 1 0 

TMIF07 TMIF06 TMIF05 TMIF04 0 0 0 KRIF 

x x x x 0 0 0 0 
 

ビット０ 

KRIF 割り込み要求フラグ 

0 割り込み要求信号が発生していない 

1 割り込み要求信号が発生し、割り込み要求状態 
 

 

 

略号：MK1H 

7 6 5 4 3 2 1 0 

TMMK07 TMMK06 TMMK05 TMMK04 0 0 0 KRMK

x x x x 0 0 0 1 
 

ビット０ 

KRMK 割り込み処理の制御 

0 割り込み処理許可 
1 割り込み処理禁止 

 

注意 レジスタ設定方法の詳細については、RL78/L12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編
を参照してください。 

 



RL78/L12 キー割り込み機能 

R01AN1110JJ0100  Rev. 1.00  Page 21 of 21 
2012.03.26  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

略号：PR01H 

7 6 5 4 3 2 1 0 

TMPR007 TMPR006 TMPR005 TMPR004 1 1 1 KRPR0

x x x x 1 1 1 1 
 

略号：PR11H 

7 6 5 4 3 2 1 0 

TMPR107 TMPR106 TMPR105 TMPR104 1 1 1 KRPR1

x x x x 1 1 1 1 
 

ビット０ 

KRPR1 KRPR0 優先順位レベルの選択 

0 0 レベル 0 を指定（高優先順位） 

0 1 レベル 1 を指定 

1 0 レベル 2 を指定 

1 1 レベル 3 を指定（低優先順位） 

 

 

略号：KRM0 

7 6 5 4 3 2 1 0 

0 0 0 0 KRM03 KRM02 KRM01 KRM00

0 0 0 0 1 1 1 1 
 

ビット３－０ 

KRM0n 
(n=0～3) 

キー割り込みモードの制御 

0 キー割り込み信号を検出しない 

1 キー割り込み信号を検出する 

 
注意 レジスタ設定の詳細については、RL78/L12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編を参照

してください。 

また、KRM00-KRM07 ビットのうち使用するビットに 1 を設定する場合、それに対応す
るプルアップ抵抗レジスタ 7（PU7）のビット 0-3（PU70-PU73）に 1 を設定する必要が
あります。この設定は、5.5.3 入出力ポートの設定にて行われています。 
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5.5.7 メイン処理 
図 5.8、図 5.9 にメイン処理のフローチャートを示します。 

main()

IE ← 0割り込み禁止

キー割り込み許可
R_KEY_Start()

キー割り込み要求フラグを設定

STOPモードへ移行

A

KRIF←1
初期表示の為

keyon ←0

keyscan ← 1 

キー入力割り込み要求で
STOPモードから復帰

全スキャンライン(P51 – P54)を
立ち下げ(ロウ・レベル出力)

P5レジスタ← 00H
PM5レジスタ←00H

P5レジスタ← 1EH

キー入力判定フラグ初期化
キー・スキャンフラグを有効

全スキャン・ライン(P51 - P54)を
立ち上げ(ハイ・レベル出力)

全スキャンラインの内蔵プルアップ抵抗接続 PU5 ← 1EH

キー・スキャンフラグ？

有効
無効（keyscan = 0)で分岐

B

 

図 5.8 メイン処理 (1/2) 
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A

スキャン結果が
前回の結果と同じ？

YES

NO

LED出力を変更
R_LedOut(keyon)

ON状態のキー入力数？

スキャン結果を更新

キー・スキャンフラグを無効

0

1以上

keyon ← keycom

keyscan ← 0

入力キーを検出
R_ScanKey()

B

30msecのウェイト
R_Wait()

キー割り込み要求フラグの初期化
KRIFビット← 0

30msecの間、HALTモードで待機

 

図 5.9 メイン処理 (2/2) 
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5.5.8 30msec のウェイト処理 
図 5.10 に 30msec のウェイト処理のフローチャートを示します。 

 

R_Wait()

return

タイマ割り込み要求なし？

YES

NO（TMIF00 = 1で分岐）

HALTモードへ移行

キー入力割り込み要求
タイマ割り込み要求
のいずれかでHALTモード
から復帰

タイマ・アレイ・ユニット動作開始
TMIF00ビット←0
TMMK00ビット←0
TS0.0 ←1

タイマ・アレイ・ユニット動作停止
TT0.0 ←1 
TMMK00ビット←1 
TMIF00ビット←0

 

図 5.10 30msec のウェイト処理 
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5.5.9 キー割り込み許可 
図 5.11 にキー割り込み許可のフローチャートを示します。 

 

R_KEY_Start()

return

キー割り込みの動作開始
KRIFビット←0

KRMKビット←0

 

図 5.11 キー割り込み許可 
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5.5.10 キー割り込みを検出 
図 5.12 にキー割り込みを検出のフローチャートを示します。 

 

R_ScanKey()

キー入力バッファ初期化

全ライン・スキャン未完了？

スキャンの準備
P51 – P54：入力モード、
内蔵プルアップ抵抗を接続

PM5レジスタ← 1EH

スキャン結果を格納
(P7レジスタをリード)

格納位置を4bit 左シフト
keycom <<= 4

YES

return

keycom ←0000H

keycom:RAM上の変数

NO（scanline < 0b00000010で分岐）

スキャン・ラインを変更

スキャン・ラインを
1ラインのみ立ち下げ

(1端子を出力モードに切り替え)

全スキャン・ラインの出力ラッチを
Highレベルに設定

keywork = P7 & 00001111B
keywork : RAM上の変数

P5レジスタ← 1EH

スキャン結果から押下キーを算出
keywork ^=  00001111B
keycom |= keywork

スキャン・ライン初期値を設定
scanline ← 0b00010000

scanline ← scanline >> 1

 

図 5.12 キー割り込みを検出 
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5.5.11 LED 出力を変更 
図 5.13、図 5.14、図 5.15 に LED 出力を変更のフローチャートを示します。 

 

R_LedOut()

押し下げ検出

検出あり

検出なし（（onkey & bitmsk） = 0で分岐）
onkey：引数

YES

NO（lp = 0で分岐）

確認ライン変更

キー入力回数をインクリメント

押し下げ位置から出力値を設定

全ライン読み込み未完了？

確認ライン初期値設定
bitmsk ← 0b1000000000000000 

確認ライン数初期値設定
lp ← 16

keycode ← lp

ledset ← ledset + 1

確認ライン数更新

bitmsk ← bitmsk >> 1

lp－－

C
 

図 5.13 LED 出力を変更（1/3） 
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キー入力回数？

0

C

ledsetで判定

P14の出力ラッチ設定
（“0”の表示データを設定）

P14 ← segdata[0]

10の位、1の位のLEDに
データを表示

1

P14の出力ラッチ設定
（”1”の表示データを設定）

P14 ← segdata[1]

出力値の更新

出力値が
10以上?

YES

NO（keycode <= 9 で分岐）

P14の出力ラッチ設定
（”0”の表示データを設定）

P14 ← segdata[0]

keycode ← keycode － 10

10の位のLEDに
データを表示

P14の出力ラッチ設定
（1の位の表示データを設定）

P14 ← segdata[keycode]

1の位のLEDに
データを表示

D E
 

図 5.14 LED 出力を変更（2/3） 
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return

キー入力回数？

2以上

D

ledsetで判定

P14の出力ラッチ設定
（“F”の表示データを設定）

P14 ← segdata[15]

10の位、1の位のLEDに
データを表示

E

 

図 5.15 LED 出力を変更（3/3） 
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6. サンプルコード 
サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。 

 

7. 参考ドキュメント 
RL78/L12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.00（R01UH0330J） 

RL78 ファミリ ユーザーズマニュアル ソフトウェア編 Rev.1.00（R01US0015J） 

（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 
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製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は、製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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